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Ⅳ．鹿児島銀行との経営統合 
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地方で現実化しつつある諸問題、地域金融機関を 
取り巻く環境変化に対応するために、九州での 
存在感を更に発揮できる磐石な経営基盤を確立し、
「地方創生」の実現に永続的に貢献する 

地方が抱える諸問題 環境変化 

人口減少 

少子高齢化 

経済縮小 

競争激化 

低金利継続 

顧客ニーズ 
多様化 

背
景 

目
的 

Ⅳ－１．経営統合の背景・目的 
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Ⅳ－２．持株会社の概要・経営統合の方式 

本店所在地 
（登記上の住所） 

代表者 
（予定） 

資本金 

設立時期 

上場証券取引所 

九州フィナンシャルグループ 

鹿児島市金生町６番６号 

３６０億円 

２０１５年１０月１日 

東京証券取引所市場第一部 
福岡証券取引所 

概要 

本社所在地 
（本社機能） 熊本市中央区練兵町１番地 

代表取締役 会長 甲斐 隆博 
 （ 現 肥後銀行 取締役頭取 ）  

代表取締役 社長 上村 基宏 
 （ 現 鹿児島銀行 取締役頭取 ） 

肥後銀行株式 

１株 

株式移転比率 １ 

鹿児島銀行株式 

１株 

株式移転比率 １.11 

各行の株主に交付する 
株式の総数は概ね同数（１対１） 

株主が保有する各行の株式は 
共同持株会社の株式へ移行 

相
互
信
頼 

 
 

対
等
の
精
神 

経営統合の方式 

共同持株会社 

１株 を割り当て 1.11株 を割り当て 
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熊本県内シェア 
（2014年3月末） 

預金残高 貸出金残高 

37.5％ 45.1％ 

鹿児島県内シェア 
（2014年3月末） 

預金残高 貸出金残高 

35.9％ 44.8％ 

九州フィナンシャルグループ 

総資産 
（連結） 

8兆8,205億円 

純資産 
（連結） 

6,219億円 

預金等残高 
（連結） 

7兆7,426億円 

店舗数 

272 

ATM台数 

1,533台 

営業店人員数 

3,284人 

グループ規模 

両県トップシェアの預金・貸出金に裏付けされた地域密着取引 

地元を中心に、九州全域にわたる充実した店舗・ATMネットワーク 
両県の基幹産業に精通する経営支援体制 

地公体、地元経済団体・支援機関等との強固な関係構築 

項目 熊本県 鹿児島県 両県合算 

総人口 
※出所：2015年1月県庁HP 

179万人 167万人 346万人 

中小企業数 
※出所：中小企業白書2014 

53千社 54千社 107千社 

広域化した新たな地域密着型ビジネスモデルの提供 

※両行合算（2015年3月末時点） 

※出所：金融ジャーナル 

貸出金残高 
（連結） 

5兆3,378億円 

※出所：金融ジャーナル 

Ⅳ－３．新金融グループの営業基盤 
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新分野戦略 広域化戦略 

国際化戦略 

ストラクチャード 
ファイナンス取組強化 

証券・信託業務拡大 共同営業強化 

情報共有体制構築による 
ソリューション機能強化 

ＡＴＭサービス拡充 

インターネット支店開設 

農林水産業・医療介護・観光・ 
環境への取組強化 

産学官金連携による 
地方版総合戦略策定・実施支援 

海外商流構築・ 
海外進出支援 

相互人材交流・育成促進による
営業力強化 

コールセンター・ATM・ 
本部組織の高度化・統合 

情報仲介拠点の相互活用 
（東京・大阪事務所等） 

戦略商品の共同開発による 
新規開拓・シェアアップ 

取引先商流構築・進出支援 

上海事務所一体化・ 
新拠点設立 

グループ有価証券 
ポートフォリオ構築 

地域活性化戦略  

組織態勢・効率化戦略 

観光客誘致への 
取組み支援 

「地域活性化戦略」を中心にトップライン拡大に向けた５つの営業戦略を 

両行共同で展開 

Ⅳ－４．営業戦略～５つの戦略 
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Ⅳ－５．経営統合による相乗効果 

営業 
戦略 

相乗 
効果 

地域活性化 広域化 新分野 国際化 組織態勢強化・効率化 

お客様 株主様 
グループ価値向上・還元 

地域の皆様 従業員 

グループ価値を向上し、ステークホルダーの皆さまの信頼とご期待に 

応えるために、経営統合による相乗効果を着実に実現 

４
つ
の
利
益 

グループガバナンス強化 
営業エリアの広域化・国際化 
関連会社機能最適化 
戦略的人材育成・配置 

ワンストップ金融サービス拡大 

新商品・サービス開発 

コンサルティング機能拡大 

グループリスク管理態勢構築 
市場運用多様化 
審査・事務手法最適化 

本部機能の集約化 
システム・インフラの統合 
営業店事務最適化 

多角化 

リスクテイク力強化 効率化 

規模拡大 

地域金融機能拡充 営業基盤拡充 経営の効率化 

最適かつ最良の総合金融サービス提供 
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預金等 
残高 4兆2千億円 

業務 
純益 169億円 

貸出金 
残高 2兆6千億円 

3兆5千億円 

162億円 

2兆6千億円 

7兆7千億円 

331億円 

5兆3千億円 

肥後銀行 鹿児島銀行 単純合算 
２０２０年度 指標目標 

九州フィナンシャルグループ 

統合効果施策の実行 

９兆円以上 

４５０億円以上 

６兆５千億円以上 

2014年度 実績（単体） 
（2015年3月期決算） 

ト
ッ
プ
ラ
イ
ン
拡
大  

グ
ル
ー
プ
収
益
・規
模
拡
大 

Ⅳ－６．指標目標 

統合による相乗効果を最大限に発揮することで、お客様満足度の向上
を追求し、質・量ともに「九州」トップの総合金融グループを目指す 

コ
ス
ト
シ
ナ
ジ
ー 

＋ 


